
工場のFAに欠かせないセンサを製造
受託製造から自社製品開発まで手がける

　当社は、1972（昭和47）年に亀岡電子工業所として創業し、
製造工程の自動化（FA）に欠かせない種々のセンサの受託製
造を行ってきました。技術力を磨き、高精度・高性能の製品を提
供することで大手電機機器メーカーからの直接受託を増やし、
着実に成長してきました。
　当社の強みの一つは、品質の高さにあります。お客様の高い
要望に応えるため、高度な品質管理システムを構築していま
す。早くからITを積極的に導入し、これまで紙で管理されてい
た仕様書や工程管理表などの情報をデータ化しました。製造の
各工程を記録し、トレーサビリティを実現することで、高品質な
製品の安定生産を可能にしています。また直径3mmほどの小
型ケースに気泡を含まずに樹脂を充填するなど、高度な製造
技術で小ロット試作から月産1万台以上の量産にも柔軟に対応
しています。
　2010（平成22）年からは、受託製造事業に加えて、自社オリ
ジナル製品の開発・販売にも事業を拡大しています。最初に開
発した自社製品が、当社の得意技術である静電容量式センサ
を活用し、容器内の液体の量を外側から検出する「液面レベル
センサ」です。
　従来、容器の液面（水位）を検出する場合、検出したい箇所ご
とにいくつものセンサを取り付ける必要があり、ユーザーから
「交換やメンテナンスが大変」との声をいただいていました。そ
こで、透明なフィルム状の静電容量式センサを開発。容器に貼
り付け、容器内の液面レベルを1㎜単位で検出することが可能
となりました。発売後は大きな反響をいただき、耐熱・耐薬仕様
や微小容量用など、製品ラインナップも拡充しています。

工場内だけでなく、防災にも展開
浸水被害を検知し、遠方に知らせる製品を開発

　長年にわたり工場内で使用される設備用FAセンサを製造し
てきましたが、最近では、「工場以外でも安心・安全な社会づく
りに貢献できる製品を提供していきたい」との思いが強くなっ
てきました。とりわけ当社が得意とする「水を知る」「水を知らせ
る」技術を活かして新たな製品を作れないかと模索し、着目し
たのが防災分野でした。
　「KAMEKER SENSING」と称した新ブランドを立ち上げ、
2018（平成30）年にワイヤレス浸水検知センサ「ワンワンセン
サ」を開発・発売しました。液面レベルセンサと同じ原理の静電
容量式センサを内蔵したセンサ部を住宅の軒先などに設置し、
冠水や浸水を検知したら、無線で屋内の受信機に通信し、警告
音を発します。この「ワンワンセンサ」をさらに発展させ、内水氾

濫を検知するために開発されたのが、今回京都中小企業優秀技
術賞を受賞したセルラー通信式浸水検知センサ「KAMEKER3」
です。
　大量の雨が降った際、河川が溢れたり堤防が決壊したりする
外水氾濫だけでなく、排水機能が追い付かずに一帯が浸水す
る内水氾濫にも警戒する必要があります。安全を確保するため
に、離れた場所にいても浸水状況を確かめられるようにと考
え、初めてセルラー通信方式を採用しました。
　浸水の危険がある箇所に設置した「KAMEKER3」が浸水を
検知すると、LTE-M通信を使用してクラウドサーバにデータを
転送し、クラウド上のシステムからユーザーにLINEでアラート
を通知する仕組みです。またアラート通知だけでなく、イン
ターネットの地図
上で浸水場所を確
認できる機能も付
けました。
　一方で、センサの
高度化にも注力し
ました。工場と違っ
て電力供給が容易
ではない屋外環境
に設置するため、大幅な省電力化を実現し、市販の乾電池使用
で2年以上の稼働が可能となりました。

二度目の受賞で自社の成長を実感
これを糧に新たな開発に挑む

　今回の受賞は、2015（平成27）年に開発した「液面レベルセ
ンサ」で初めて京都中小企業優秀技術賞を受賞して以来の2度
目となりました。前回の受賞から10年余りを経て、当社がたゆ
まぬ努力で技術を磨き、成長してきたことを評価していただき
大変光栄に思っています。何より開発に力を注いだ社員が表彰
されたことが、大きな励みになりました。
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令和4年度「京都中小企業優秀技術賞」を受賞された企業の概要、受賞の対象となった技術・製品について、代表者にお話を伺います。

　2021（令和3）年3月に「KAMEKER3」を発売以降、多くの自
治体にご採用いただき、設置しているセンサ数は、沖縄県から
関東地域まで120ヵ所以上に及びます。今後もより多くの方々
に安心して暮らせる環境をご提供できるよう、販売促進に力を
注いでいきます。
　現在、乾電池の交換などの手間を省くため、ソーラーパネル
を設置した新製品の開発に向けて検討を進めています。さらに
水害だけでなく、山の湧水の増加を検知し、土砂災害の予測に
役立てられないかと考え、産学連携で調査・研究に着手したと
ころです。
　これからも新しいことに挑戦し続け、センサ技術を通じて安
心安全な社会の実現に貢献していきます。

Comp a n y  D a t a
●代表取締役社長／川勝 洋
●所　在　地／京都府亀岡市篠町広田1丁目25-5
●電　　　話／0771-24-6612（代）
●創　　　業／1981（昭和56）年11月
●事 業 内 容／電子・デバイス製造業
●ホームページ／https://kameokadenshi.co.jp

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 京都経済センター支所 人財・技術振興グループ　TEL：075-708-3066  E-mail：jinzai-tec@ki21.jp

代表取締役社長

川勝 洋 氏

優れた技術・製品の開発に成果をあげ
京都産業の発展に貢献している

中小企業を紹介
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技術者からひとこと

センサで検知した情報をいかに遠隔地に届けるか。
セルラー通信を利用するという発想は、当初まった
くなく、私たちにとっても初めての挑戦でした。それ

が多くの人に認知され、今回の受賞に至ったことは、素直に嬉しく感じて
います。（石野）
「KAMEKER3」の販売促進にあたっては、専用ホームページを作った
り、セミナーなどでプレゼンテーションをしたりと、認知度を高めるために
さまざまなことに取り組みました。今回、受賞という形で認めていただき、
わが子の巣立ちを見届けたような誇らしい気持ちになりました。（石田）

商品開発部 商品開発チームリーダー 主査
 石野 大輔 氏
商品開発部 商品企画チーム　石田 恵里 氏

亀岡電子株式会社

セルラー方式で遠隔地にも通信できる
浸水検知センサを開発

センサー本体（左画像）と外装ボックス（赤マル印）に入れての設置

LINEでのアラート通知と浸水アラートマップの表示
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